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９月26日（日）第４会場　午

A 134 湿州蜜緒夭然属汁。刹用法

松'U,東雲短大　〇峰な与

前9 :00～11 : 45

　炊き心みt'し

山上　ユリ多大If 直与

〔(社)日本家政学会

　目ffir　追奪．食生活め洋風Iiﾋﾟと･共,t昶橘顧・消費ヵヽ゛増大i.rい2, *"*，湿州崖紺．鋳産地

ｒあ＆愛襖果T･（i , その加工.晶とし７の天然凛汁の消費拡大を｛i ヵヽつてぃる．前報Tは，

4種．酸味斜を凌用したオーJレインミックス炊差法の炊きこみずいこっいヽ,:報告しre が．

木迪r は, 湿朝家紺矢蕉凛汁を使用レtこ炊き.^ みずしを試みﾅこ．ifして，その嗜柘調査を

好（iアこビダきンc の残存量を測定しT栄養齢価値が検討を扮．tこ．

　方泌（’）．炊きぐみずじ）‘細製　来″゜｝r゛対i.澱ほおが（ゐ｀i ぼ: 釦f , にんじ｀ん/0

卜干しし゛むけも ’:゛し唖“）^,さやiんどうaとし・遠州奮油夭然巣汁/b£f ・蔵

糟（来．ふ'/.）, 奏塩（炊きあb^-り重量。a.<7'/.) ．複合iと々個昧料（食塩・呼'/)と共

に蚊飯しﾅこ, ﾅiだレ，きヽ¥･尤んとうは蒸i.し購蘭加分騰に湛せ･ヽﾅこ. （2). 嗜好個査　本學食

物斜栄養士課蛙嫌生叙名左ﾉり･レとレ，外観・但．ヽソヤ．番･L.味総剖こつぃマ，ク段

霧評点康r什．ﾅこ．i.rこ，市内の/lヽ刄幼児童男か卯名にっいT も行っすこ.（5), ビタぶンｃ

賄存量の測定　日本農淋規略p>果実飲料の試廸法リント7エノー･レ湊定法) によ，ﾅこ．

　始業　嗜^^調査の紬果．外観,^ 色ヽ/ヤぼ共に大変好i れTこが．春りば反対に好まれな

か，tこ. 昧w普漁～ヵヽなり良いが軟^タズ．総合評価ru約'72ズであ，･．堤童め味に対す

る評柵K.卿%が｀よい「あ．九:.ビダきンc ^ 残存量は．約μ」χΥ哺･．tこ. 以ごa 結果aヽ

ら，温州奮昶夭然果汁を刹麻レ貳炊きD みずしは，簡梗に調製ヽｒき．U失の変ヽ，nあヽすし

とし・時に与供に喜IJ゛れ．傭着的にも, 潮持のもX ることt>-｀わt,ヽつナこ．番りo''-好まｵIt.'い

点につぃT U，-^討ff,余泄があるように思われる．

A 135　政きごみす'し・蓋度と嗜丿子
　　　　松山東嘆短大　〇峰弘子山上ユり子　大野直子

　目的　先,-^演者らは，険便にtきる炊きc ^ずしにっヽヽ･ご検討レ．常藁にあ-i.↑る嗜好個

査T･ii かな') iｸ,好評を碍た．そ之T本悛でに，2 種の酸味料（酢酸き主虞分ヒすトものと

クェン酸^主成分とする乱i^）を使用しtこ炊ぎこみずしの温度別の嗜好調査£好い．進度

と嗜好の簡係を検討しだ, まぢ拾．酸味m七加えてE種の巌味料祠受岡しだ場合･;り進瓊別

のbHを測定レ，酸味料別の選炭にc:るpHの変it お｡- びpHと嗜好の関係七併せて検討しr:．

　方法　ti）.叡料　2漣の無味料（米酢．逼州虚瀦夭然果汁; s 使用し，失命細告と同様

に調製しK炊きごみずレの品遥を，ぽらzo'c . ヌ）゜c.eo°cに鋼製して供レナこ．（2）.嗜柊

調査　本々食物納厚生有志,30名をパ和レとし^･X ,．7 I の対比較法により紛。nこ. ra.

pH測定　5撞の酸味漸を．A. ; 4%耐酸落軋　As ；鳶酢.A? : りしゴ酢.A4:鷹嫡しモン

還元果汁, As:湛州蜜脂夭然果汁とし, 藻度をβ, : lO'c , Bz : 20°C, Bs: 3O'C, 64 : 60°C

の二元獣「蓋法f娘り返し4 回」It よ'J 粉っﾅこ．東洋MODELpT-5Dデジダ･レpHx-ダ- 刹吏用･

　紬果　嗜杯匍査の幼-^は．発凌幸＼ χΓ品温によ^好3。:有意の差が見られ, 氷酢ri<

SO゛C(pH4.6 付恚），遠州廬池夭欽果汁ヽりJ 50･ｃ(pH4.5付近) ゛｀゛最七好まれrこ.まtこ・

60‘C゛亀‘7りM明ら≫｀゛他゜晶藻のものより好i.れZ･’かっﾅこ・pH剥鳶の鋤簾ぼ．A t酸味料

) 筒, β（遥遥〉蘭共r^高度,こ有意の羞心嘆られた．つまり．酢酸苔生成分とすS A。As

で(i， clH･20'C でピ-ク（pH4.6～4.?付ifr）を示にlO'C および抑‘C てぶほぼ同じCpH4.5

付逡），60°c r･ぼー香拾い(pH4.5.4.4付it）という)河禎の型を示しrz. まﾅこ，グェン酸

を主成分とするA4.As r μ前者と翼S'. fこ型を示しナこ. A瓶, B蘭の交互作岡も有意マ｀瓦た．


